
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※災害時は、職員の誘導に合わせて、落ち着いて 

行動していただくよう、お願いします。 

 

 

緊急時避難マニュアル 
ののはな教室 ２０２４年度版 
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消火器・消火栓・AEDの場所 

避難器具 

避難器具 

ののはな教室療育室 
相談室：保護者の待機部屋 職員室 



地震時の避難の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

激甚災害の場合（非常に激しい地震や台風などの災害） 
① 避難場所：樫原中学校 京都市西京区樫原蛸田町 11（075-392-6630） 

     樫原小学校 京都市西京区樫原三宅町２４（075-391-5683） 

② 広域避難場所：桂高校 京都市西京区川島松ノ木本町２７（075-391-2151） 
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地震発生 

待機 

避難 

帰宅 

お子さん 保護者 職員 

  

 

 

・ドア、窓を開けて 

出入口の確保 

 

 

 

・ドア、窓を開けて 

出入口の確保 

 

 

頭部の保護 

窓や家具から離れて身を守る 

・防災頭巾、 

カラービブス 

着用 

・安全、避難経路の

確認ができるまで

職員と待機 

・職員が部屋に 

来るまで待機 

・防災頭巾着用 

・安全、避難経路の

確認ができるまで

職員と待機 

・相談室に一人向かう(誘導) 

・負傷者の確認・保護 

・火災の有無、避難路の安全性

の確認。状況によって変更す

る場合あり。 

→確認ができ次第、施設長また

は主任に伝え、指示を仰ぐ 

 

揺れが収まったら 

  ・避難リュックの持ち出し 

・安全な場所に誘導 

 

  ・点呼と安否の確認 

・施設長が不在の場合は、報告 

 

職員の誘導の元、敷地の外に避難 

親子合流 

安全が確認でき次第、帰宅 



②親子同室の場合 
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地震発生 

お子さん 保護者 職員 

   

 

 

・ドア、窓を開けて 

出入口の確保 

 

 

頭部の保護 

窓や家具から離れて身を守る 

待機 

避難 

帰宅 

・防災頭巾、 

カラービブス着用 

・安全、避難経路の

確認ができるまで

職員と待機 

・防災頭巾着用 

・安全、避難経路の

確認ができるまで

職員と待機 

・負傷者の確認・保護 

・火災の有無、避難路の安全性

の確認。状況によって変更す

る場合あり。 

→確認ができ次第、施設長また

は主任に伝え指示を仰ぐ 

 

  ・避難リュックの持ち出し 

・安全な場所に誘導 

 

職員の誘導の元、親子で敷地の外に避難 

  ・点呼と安否の確認 

・施設長不在の場合は報告 

 

安全が確認でき次第、帰宅 

揺れが収まったら 



待機 

避難 

帰宅 

③子ども達、職員が部屋を分かれて活動している場合 
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地震発生 
お子さん 保護者 職員 別室 

  

 

 

・ドア、窓を開けて

出入口の確保 

 

 

 

・ドア、窓を開けて 

出入口の確保 

 

 

 

・ドア、窓を開けて 

出入口の確保（職員） 

 

 

頭部の保護 

窓や家具から離れて身を守る 

・防災頭巾、 

カラービブス

着用 

・安全、避難経

路の確認がで

きるまで職員

と待機 

・防災頭巾着用 

・職員が到着す

るまで待機。 

→安全、避難経路

の確認ができ

るまで職員と

待機 

・負傷者の確認・保護 

・別室の職員が１名の

場合は、１人向かう。 

状況の確認・連絡 

・火災の有無、避難路の

安全性の確認。状況

によって変更する場

合あり。 

→確認ができ次第、施

設長または主任に伝

え指示を仰ぐ 

・負傷者の確認・保護 

・携帯電話で連絡を取

り、指示を待つ 

・療育室の職員、子ど

もたちと合流する

までその場で待機 

 

  ・避難リュックの持ち

出し 

・安全な場所に誘導 

・別室で療育室の職

員・子どもと合流

し、避難 

安全な場所に誘導

（職員） 

 

職員の誘導の元、敷地の外に避難 

  ・点呼と安否の確認 

・施設長不在の場合は報告 

 

親子合流 

安全が確認でき次第、帰宅 

揺れが収まったら 



待機 

避難 

帰宅 

火災時の避難の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※親子同室、２部屋に分かれている場合の基本的な避難の流れは、地震の時と同じに 

なります。 

※状況に応じて、避難経路は変更します。 
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火災発生 ① 大声で、周りに火事であることを伝える 

→京都保育福祉専門学院事務所・療育室・相談室に伝える 

→１１９番通報、負傷者がいる場合は、救急車の手配もする 

② 可能であれば、消火活動をする。（職員） 

第一発見者 

お子さん 保護者 職員 

・防災頭巾、ビブス

の着用 

・ドア、窓を開けて 

 出入口の確保 

・防災頭巾の着用 

・職員が部屋に到着

するまで、待機 

・ドア、窓を開けて 

出入口の確保 

・安全確認、避難路の確認。状

況によって変更する場合あり。 

→確認でき次第、施設長または

主任に伝え指示を仰ぐ 

 

  ・避難リュックの持ち出し 

・火元により、適切な経路で 

避難誘導 

 

職員の誘導の元、敷地の外に避難 

  ・点呼と安否の確認 

・施設長不在の場合は、報告 

 

親子合流 

安全が確認でき次第、帰宅 



暴風警報・大雪警報 

 

 

 

 

 

 

 

 

大雨警報（土砂災害） 
土砂災害警戒情報 
 

 

 

 

※必要に応じて、京都保育福祉専門学院敷地（一時避難場所）に避難 

 安全の確認と帰宅を行います 

 

連絡手段 

① 登録していただいている、ＬＩＮＥでお知らせ 

 

② 災害用伝言ダイヤル【１７１】 

伝言の再生方法 

（１）「１７１」にダイヤルする 

（２）②を押す 

（３）ののはな教室の電話番号を市外局番からプッシュする 

   075-391-6628 

（４）メッセージを再生する 

上記のいずれかの方法（①～②）で、ご連絡します 
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午前８時または、午後１２時に「暴風警報」または「大雪警報」が発令された場合 

または、療育中に発令が予測される場合 

⇒基本的に休室 
 

療育中に「暴風警報」または、「大雪警報」が発令された場合 

⇒休室 

樫原学区に、自治体より「高齢者等避難開始」（警戒レベル３）が発令された場合 

⇒休室 


